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本会選奨規程第 17 条による喜安善市賞（第 9回）は，下記の論文を選定して贈呈した．

Weighted-Combining Calibration on Multi-
user MIMO Systems with Implicit Feedback

（英文論文誌B 平成 27 年 4 月号掲載）
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無線通信におけるマルチユーザMIMO（Multiple-In-
put Multiple-Output）システムは，複数アンテナを備
えた基地局から同時間，同周波数で複数ユーザに下り伝
送を行うことでスループットを向上させる．基地局はマ
ルチユーザMIMO伝送のためにCSI（Channel State In-
formation）を必要とするが，ユーザで推定された下り

CSI を基地局にフィードバックする一般の方法（エクス
プリシットフィードバック）ではオーバヘッドにより伝
送効率が低下する問題がある．この問題に対しインプリ
シットフィードバックは時分割複信の通信路可逆性に基
づき上りのトレーニング信号で推定した上り CSI を下
りに用いることで，オーバヘッドを著しく低減する．イ
ンプリシットフィードバックを実現するには送受信機の
回路応答を考慮した上り CSI の高精度な校正が必要と
なる．
本論文はインプリシットフィードバックにおける上り
CSI を高精度に校正する WCC（Weighted-Combining
Calibration）を提案する．WCC は基地局が複数の校正
係数を算出し通信路利得に基づく最小平均二乗誤差重み
で合成を行う手法である．本論文内ではWCCによる校
正係数の平均二乗誤差を解析的に導出し，ダイバーシチ
効果による校正精度向上が得られることを理論的に示し
ている．また IEEE802.11ac 標準に基づくインプリシッ
トフィードバックを用いたマルチユーザMIMO-OFDM
伝送系を測定器により構築し，屋内の実伝搬実験で従来
校正法と比較したWCCの特性向上効果を確認している．
以上のように本論文は提案法のWCCの効果を理論解
析と実伝搬実験の双方から示しており，本賞にふさわし
いと評価される．また，アンテナ数が増加するほど CSI
取得のオーバヘッドは大きくなるため，現在盛んに研究
されているマッシブMIMO システムにおいてインプリ
シットフィードバックはより大きな効果を発揮する．本
論文が将来のMIMO システムの道を切り開く一編とな
ることが期待される．
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